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第
四
部
会
長
の
金
子
恵
美
で
す
。
私
の

地
元
、
福
島
県
は
東
日
本
大
震
災
・
原
発

事
故
か
ら
の
復
興
が
最
大
の
課
題
で
す
。

　

第
四
部
会
の
担
当
の
一
つ
で
あ
る
内
閣

委
員
会
所
管
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

や
障
害
者
政
策
、
男
女
共
同
参
画
と
い
っ

震
災
か
ら
７
年
が
経
ち
、
復
興
は
前
進
し

た
面
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
と
い
う

課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
第
四
部
会
で
は

震
災
復
興
も
所
管
し
て
お
り
、
議
員
立
法

で
「
復
興
加
速
４
法
案
」
を
提
出
し
ま
し

た
。「
福
島
第
２
原
発
廃
炉
法
案
」
も
提

出
予
定
で
す
。
部
会
長
と
し
て
、
被
災
地

選
出
議
員
と
し
て
、
今
後
も
積
極
的
に
被

災
地
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

た
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
政
策
か

ら
、
宇
宙
開
発
、
海
洋
、
Ｉ
Ｔ
関
連
、
そ

し
て
交
通
安
全
を
は
じ
め
と
す
る
警
察
関

連
、
報
道
で
話
題
の
カ
ジ
ノ
や
国
家
戦
略

特
区
等
々
、
取
り
扱
う
政
策
分
野
は
実
に

幅
広
で
す
。

　

私
は
現
在
、
内
閣
委
員
会
に
所
属
し
て

い
ま
す
が
、
部
会
で
の
議
論
を
委
員
会
の

審
議
充
実
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
実
り
あ
る

部
会
運
営
に
努
め
ま
す
！

　

政
府
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的
地

位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
30
％
と
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、
衆
院
の
女
性

議
員
割
合
は
10
・
1
％
で
、
列
国
議
会
同

盟
に
よ
る
と
１
９
３
カ
国
中
１
５
9
位
と

下
位
に
位
置
し
て
い
る（
3
月
1
日
現
在
）。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
本
法
案
は
、

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
が
、

国
・
地
方
に
お
け
る
政
策
の
立
案
と
決
定

に
多
様
な
国
民
の
意
見
が
的
確
に
反
映
さ

れ
る
た
め
一
層
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

各
種
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
政
党
等
の
政

治
活
動
の
自
由
を
確
保
し
つ
つ
、
男
女
の

候
補
者
の
数
が
で
き
る
限
り
均
等
と
な
る

こ
と
を
目
指
す
等
の
基
本
原
則
を
定
め
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
対
し
必
要
な
施

策
の
策
定
と
実
施
、
政
党
等
に
男
女
そ
れ

ぞ
れ
の
候
補
者
数
目
標
を
定
め
る
等
に
努

め
る
よ
う
責
務
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
多
大
な
る
被
害

を
受
け
た
被
災
地
の
復
興
・
復
旧
に
つ
い

て
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
や
全
国
の
方
々

の
支
援
・
活
動
が
あ
る
も
の
の
道
半
ば
で

あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
住
ま
い
・
商
店
街
等
の
再
生
、

経
済
・
雇
用
維
持
、
住
宅
再
建
等
の
加
速

の
た
め
の
被
災
者
生
活
支
援
金
の
増
額
、

発
災
直
後
の
復
興
に
つ
な
が
る
用
地
問
題

解
決
の
迅
速
化
、
風
評
被
害
対
策
、
心
の

ケ
ア
な
ど
の
諸
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

民
進
党
は
、
被
災
地
の
復
興
を
加
速
さ

せ
る
た
め
、
他
の
野
党
と
と
も
に
、
い
わ

ゆ
る
「
復
興
加
速
４
法
案
」
を
３
月
８
日

に
国
会
に
再
提
出
し
た
。
具
体
的
な
内
容

は
以
下
の
通
り
。

　

消
費
者
契
約
法
は
、
消
費
者
を
悪
質
な

勧
誘
や
不
当
な
契
約
か
ら
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
不
当
な
勧
誘
に
よ
る
契
約
の
取

り
消
し
、
不
当
な
契
約
条
項
の
無
効
に
つ

い
て
定
め
る
、
消
費
者
契
約
に
関
す
る
包

括
的
な
民
事
ル
ー
ル
で
あ
る
。
改
正
案
で

は
、
今
国
会
で
成
人
年
齢
を
引
き
下
げ
る

民
法
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
な
改
正
点
は
、
①
就
活
セ
ミ
ナ
ー
や

タ
レ
ン
ト
養
成
、
エ
ス
テ
等
の
契
約
の
ト

ラ
ブ
ル
に
み
ら
れ
る
「
不
安
を
あ
お
る
告

知
」
や
デ
ー
ト
商
法
に
み
ら
れ
る
「
人
間

関
係
の
乱
用
」、
消
費
者
が
求
め
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
事

前
に
提
供
し
た
場
合
と
い
っ
た
「
契
約
締

結
前
の
内
容
の
実
施
」
に
つ
い
て
、
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
「
不
当
な
勧
誘
」
と

し
て
取
り
消
し
を
可
能
と
す
る
②「
当
社
が

過
失
を
認
め
た
場
合
に
限
り
、
当
社
は
損

害
賠
償
責
任
を
負
う
」
と
い
っ
た
、
事
業

者
が
自
ら
の
責
任
の
有
無
等
及
び
消
費
者

の
解
除
権
の
有
無
を
決
定
す
る
権
限
を
付

与
す
る
場
合
は
、「
不
当
な
契
約
条
項
」
に

該
当
し
無
効
と
す
る
――

な
ど
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
カ
ジ
ノ
行
為
等
は
刑
法
第 

１
８
５
条
の
賭
博
罪
等
に
あ
た
り
違
法
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ジ
ノ
を
設
置
・
運
営

す
る
に
は
、
各
種
の
公
営
競
技
と
同
様
に

法
律
の
制
定
に
よ
り
刑
法
第
35
条
の
法
令

に
よ
る
正
当
行
為
と
位
置
付
け
、
違
法
性

を
阻
却
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　

そ
の
た
め
、
与
党
な
ど
は
一
昨
年
、「
特

定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
Ｉ
Ｒ
推
進
法
）」
を
提
出
・

成
立
さ
せ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
法
で
あ
る
「
推
進
法
案
」
で
あ
り
、
こ

の
法
律
制
定
後
１
年
を
目
途
に
、
政
府
が

実
施
法
を
策
定
し
て
国
会
に
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
政

府
は
「
Ｉ
Ｒ
実
施
法
案
」
の
国
会
提
出
へ

向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｒ
推
進
法
の
審
議
の
際
は
、
わ
が
国

に
カ
ジ
ノ
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
の
是
非
、

カ
ジ
ノ
規
制
と
違
法
性
の
阻
却
の
問
題
、

カ
ジ
ノ
施
設
の
設
置
に
よ
る
経
済
効
果
と

社
会
に
対
す
る
影
響
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
の
予
防
策
及
び
依
存
症
患
者
へ
の
対
策
、

カ
ジ
ノ
施
設
の
設
置
者
及
び
運
営
者
を
民

間
事
業
者
に
限
定
し
た
理
由
、
マ
ネ
ー
・

ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
、
カ
ジ
ノ
設
置
周

辺
地
域
の
治
安
悪
化
の
懸
念
な
ど
の
多
く

の
論
点
が
あ
り
、
ま
た
国
民
的
議
論
も
沸

き
起
こ
っ
た
が
、
衆
院
で
は
、
わ
ず
か
５

時
間
程
し
か
委
員
会
質
疑
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
民
進
党
は
反
対
し
た
。

　

今
後
、「
Ｉ
Ｒ
実
施
法
案
」
が
国
会
に
提

出
さ
れ
た
際
に
は
、
民
進
党
は
本
法
案
の

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
に
つ
い
て
一
つ

ず
つ
し
っ
か
り
と
検
討
の
上
、
対
応
し
て

い
き
た
い
。

・
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
う
ち
、
加

算
支
援
金
の
最
高
額
3
０
０
万
円
を

５
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
る
等
。

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　

災
害
関
連
死
の
判
断
に
つ
い
て
、
国
と

し
て
一
定
の
基
準
を
設
け
て
市
町
村
が
認

定
し
て
い
く
仕
組
み
を
構
築
す
る
等
。

・
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

　
相
続
登
記
未
了
、
所
有
者
不
明
等
の
用
地

等
に
つ
い
て
、
手
続
き
中
で
あ
っ
て
も
、
円

滑
に
復
旧
・
復
興
事
業
に
着
手
で
き
る
よ

う
、
権
利
取
得
・
土
地
利
用
開
始
を
可
能

と
す
る
制
度
を
創
設
す
る
等
。

・
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
推
進
の

た
め
の
相
続
に
係
る
移
転
促
進
区
域
内
の

土
地
等
の
処
分
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律

案
　
津
波
被
害
等
で
使
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
土
地
の
処
分
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
民
法
等
の
特
例
を
設
け
る
等
。

第
四
部
会
は
、
衆
参
両
院
の
内
閣
、
消
費
者
特
、
災
害
対
策
特
、
震
災
復
興
特
、

拉
致
特
、
及
び
衆
院
の
科
学
技
術
特
の
各
委
員
会
を
所
管
し
て
い
る
。

第
四
部
会

部
会
長

副
部
会
長

金子 恵美（かねこ・えみ）
衆院議員
福島１区・当選２回

相原 久美子（あいはら・くみこ）
参院議員
比例代表・当選２回

重
要
議
案
の
解
説

議
員
立
法

「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」

議
員
立
法
「
復
興
加
速
４
法
案
」

政
府
提
出
「
消
費
者
契
約
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

■議案一覧（見込みも含む）

政
府
提
出
「
特
定
複
合
観
光
施
設

区
域
整
備
法
案
（
仮
称
）」

（
Ｉ
Ｒ
実
施
法
案
）

［ 議員立法 ］
法案名 提出者 

公文書等の管理に関する法律の一部を改正する法律案 民進含む野党で提出 
行政機関の保有する情報の公開に関する法律等の一部を改正する法律案 民進含む野党で提出
ギャンブル依存症対策基本法案 民進含む野党で提出 
政治分野における男女共同参画の推進に関する法律案 委員長提案 
性暴力被害者の支援に関する法律案 民進含む超党派で提出へ向け党内議論中 
IR 廃止法案 民進除く野党で提出・党内議論中 

「公務員制度改革３法案」
・国家公務員法等の一部を改正する法律案
・国家公務員の労働関係に関する法律案
・公務員庁設置法案

民進含む野党で提出へ向け
党内議論中

株式会社東日本大震災事業者再生支援機構法改正案 委員長提案・成立
「復興加速４法案」 
・被災者生活再建支援法の一部を改正する法律案
・災害弔慰金の支給等に関する法律の一部を改正する法律案
・東日本大震災復興特別区域法の一部を改正する法律案
・東日本大震災からの復興の推進のための相続に係る移転促進区域内の
  土地等の処分の円滑化に関する法律案

民進含む野党で提出

食品ロスの削減の推進に関する法律案 民進含む超党派で提出へ向け党内議論中

［ 閣法 ］ 
法案名 提出府省 

子ども・子育て支援法の一部を改正する法律案 内閣府
株式会社地域経済活性化支援機構法の一部を改正する法律案 内閣府
民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律の一部を改正する法律案

（PFI 法改正案） 内閣府

古物営業法の一部を改正する法律案 警察庁
サイバーセキュリティ基本法の一部を改正する法律案 内閣官房
海洋再生可能エネルギー発電設備に係る海域の利用の促進に関する法律案 内閣府
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する
法律案 内閣府

環太平洋パートナーシップ協定の締結に伴う関係法律の整備に関する法律の一部を改正する
法律案（TPP 関連法案） 内閣官房

特定複合観光施設区域整備法案（仮称）（IR 実施法案） 特定複合観光施設区域整備推進本部
消費者契約法の一部を改正する法律案 消費者庁

［訂正］前号35号7面で「3月1日には第1回連合政策・制度推進フォーラムが開かれた」旨を報じましたが誤りでした。おわびして当該記述を取り消します。


